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＜連絡事項＞
・お盆中の医師勤務スケジュールを確認し、指示受けの漏れが無いようにしてください。

＜入室状況＞
【入院】
・佐藤　鉄男様～東C4（医療保護）
・村尾　朱佑様～東C7（医療保護）

【退院】
・なし

【転出】
・小向　栄子様～東D17　→　西A51
・田島　博文様～東C4　→　西B24

【転入】
・なし
【ユニット移動】
・長根　瞳様～東C7　→　東合

＜患者様連絡事項＞
・斎藤　恒夫様～主治医：深澤Dr.

・平山　敬之様～退院前のケア会議　8月21日（木）15：30～　
田名部Dr.より許可を頂く。宇津木澤さんへ連絡済。

・三戸福祉事務所より長期入院患者の実態調査
　15：00～藪真弓様、松原千積様　内科診察で実施。

・佐藤　定子様～DATスキャンの為、八戸赤十字病院受診。

・泉　沙耶様～左手首の抜糸済。

・北村　奈美～14：00、あらい整形外科受診。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前午後1時間ずつの開放観察指示あり。開放後迷惑行為あり早めに開放観察終了する。自室では不穏興奮なし。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・袴田　将志様～終日隔離中。8:00～20:00までの開放観察指示あり。時折独語あるも不穏さや過度な飲水なく経過。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・小栗　健太郎様～終日隔離中。拒食、拒薬なし。「目が覚めました、退院とはかけ離れた行動し
てましたよね」と話される。不穏さや不調訴えなし。引き続き、症状観察と早
期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・鈴木　國男様～終日隔離中。食事配膳時は自室から出ようとする行動ありスタッフ数名にて対応
する。施錠後壁たたき、壁蹴りあるもしばらくするとマットへ臥床し過ごされて
いる。拒薬なし。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めてい
く。

・藤井　崇史様～終日隔離中。昼食時は眼光鋭く「他患者とかかわらないので楽ですよ」と話され
るが不穏さや壁たたき等は見られず。

・長根　瞳様～身体拘束中。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

＜皮膚科診察＞
・泉山 雄志様～入院時持ち込みの両膝の表皮剥離部診察いただく。右は治癒、左は持参のアズノール軟膏＋ガーゼにて処置するよう指示あり。

・松原 千積様～特変なし。処置終了、経過観察指示あり。
以外の患者様処置変更なし。
来週8/12皮膚診察なし。

＜入院患者様情報＞
①日　　時：令和7年8月5日　13：02
　氏　　名：村尾　朱佑（むらお　しゅう）様
　生年月日：平成18年4月25日(19)
　病　　名：自閉症　重度神遅滞、てんかん
　性　　別：男性
　主 治 医：小栁Dr.
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Cユニット
　＜経過＞
　八戸市出生。言語、身体の発達が遅く、難聴・内斜視あり。1歳で熱性けいれん(複
数回)、無熱性けいれんもあり、3～5歳まで八戸市民病院小児科にてバルプロ酸の投与
がされていた。H25.9.6すわクリニックへ転医となり治療継続。H30年に施行した田中
ビネー知能検査でIQ17にて重度知的障害の診断あり。八戸第二養護学校通学後、R2年
4月よりうみねこ学園に入所。R3年8月より落ち着きの無さや攻撃性が見られ薬剤調
整を行っている。R4年8月より八戸高等支援学校に入学し、R5年6月5日さくら病院
へ転院。以後も興奮、攻撃性、迷惑行為見られ、薬剤調整がなされていた。　R7年4
月よりあかしや寮入所に伴いおおぞらクリニックに転医となるも入所直後より迷惑行
為や粗暴性あり。薬剤調整行うも改善なく施設対応困難であり、症状改善目的にて入
院治療の希望聞かれている。おおぞらクリニックより当院へ相談あり、R7.8.5、東病
棟Cユニットへ医療保護入院となる。

②日　　時：令和7年8月5日　14：55
　氏　　名：佐藤　鉄男（さとう　てつお）様
　生年月日：昭和12年6月20日(88)
　病　　名：アルツハイマー型認知症
　性　　別：男性
　主 治 医：馬渡Dr.
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Cユニット
[bookmark: _GoBack]　＜経過＞
　若い頃から妻に対する暴力行為あり。81歳頃、自ら運転免許証返納後より、外出頻
度が減少し、徐々に認知機能の低下、妻の通院先で職員に対
する暴力あり警察介入を受ける。妄想言動もありR5年1月には本人からの暴力に耐え
切れず、妻が親族宅へ避難。妻がいなくなったと思い警察へ通報。介入した警察官へ
掴みかかる、まとまりない言動聞かれR5.2.28当院初診し同日入院。R5.8.4に南山苑
へ入所。R7.5月から他者へ唾をかける、自分の席に他者が座わると椅子ごと引っ張る、
「タオル、ズボンを盗られた」と被害妄想あり。6月に入ってからは色情行為も見られ、
7月からは特定の女性利用者と自分の性器をだす等の行為あり。7月28日は、男性
利用者の顔面を殴る暴力行為あり施設対応が困難となっており、施設、ご家族より入
院下での治療の希望があり、R7.8.5、東病棟Cユニットへ医療保護入院となる。
